
公 表
（行為者氏名・報告の内容等）

ハラスメント調査会
（議長が指名する議員７名以内で組織）

議長
（または代行者）

ハラスメント相談員
（議会事務局職員）

目撃者
（議員または職員等）

上司・同僚等
（議員または職員等）

被害者
（議員または職員等）

行為者
（議員）

宝塚市議会ハラスメント防止条例 ハラスメント問題発生時の対応フロー図

① ハラスメントと
思われる言動

目撃
把握

被害
報告

Ⅰ．ハラスメント相談

② 原則被害者の同意を得て相談
（面談・書面・メール等）※匿名可

③ 原則相談者に
聴取・資料収集

④ 相談記録簿により報告

相談者

⑤ 相談記録簿を基に
設置の可否を判断

⑥ 調査会の
設置・不設置通知

被害者
（必要に応じて）

弁護士等
(調査会事務を代行)

必要に応じ
事務を委託

報告

行為者
（必須）

目撃者等
（必要に応じて）

⑧ 弁明

ハラスメント該当審査
必要な措置の検討

調査会報告書
作成

相談記録簿
作成

⑨ 調査結果を基に
審査・検討

弁護士等

必要に応じ
協力を依頼

助言

議長
（または代行者）

⑩ 調査会報告書により
結果を報告

相談者

行為者

相談者その他
必要と認める者

⑪ 通知書調査結果等
通知書作成

⑪ 通知書
⑫ 必要な措置
（指導・助言等）

⑬ 措置に従わないとき
再発防止のためやむを得ないとき

議長（または代行者）による
公表の提案

会派代表者会
(行為者は参与不可)

⑭ 提案

⑮ 出席・弁明

相談者が希望しない場合
調査会は設置しません。

聴取・資料収集の際には
プライバシーに配慮し
二次被害を防止します。

Ⅱ．調査・審査

Ⅲ．公表

相談者が許可しない限り
相談者以外には聴取を
行いません。

⑦ 聴取・資料収集 ⑦ 聴取・資料収集⑦ 聴取・資料収集

⑯ 合意


